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令２陳情第１９号 令和２年８月２４日受理 

件  名 新型コロナウイルス感染症に関する意見書の提出を求める陳情 

陳 情 者 

秦野市寺山４８３－４ 

 楽しい学校～子どもと先生と教育の条件～ 

  事務局長 武 由里子 

陳 情 の 要 旨  

５月末に緊急事態宣言が全国的に解除され、特にＧｏＴｏキャンペーンが始

まって以来、新型コロナウイルスの感染が拡大する一方です。学校再開後６月

から７月末までに、児童・生徒の感染者は２４２人、教職員感染者は５１人、

幼稚園では幼児１６人、教職員１３人と報じられています。その後８月になっ

てからも保育園、こども園、小学校、高校、大学などで感染が広がっています。

集団で集まらざるを得ない園・学校では、今、新型コロナウイルス感染の危険

にさらされています。個人による防御には限界があり、国が感染拡大を抑える

ための抜本的対策を打つことが必要不可欠です。教育の場を安全なものにする

のは、国の責務です。地方自治体である秦野市においては、以下の意見書を緊

急に提出してくださるよう、陳情します。 

 

陳情事項 

１ 全国的に感染拡大を抑えて、安心して登園・登校できる環境を作るために、 

(1) ＰＣＲ等の検査拡大、陽性者隔離施設確保、中等症・重症者入院病床確

保の態勢を至急確立すること。 

(2) 病院、医療従事者への経済的、人的支援を拡充すること。 

２ 園・学校での感染防止のための空間確保と、コロナ禍のもとにある子ども

一人ひとりに向き合える教育のために、 

(1) １クラスの児童・生徒の人数を減らして密を避ける状態の至急実現。 

(2) 教職員・保育士の増員。 

 


